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●電話予約 芸術文化センターò
47－5122
●窓口販売 芸術文化センター／三
鷹市美術ギャラリー／三鷹市公会堂
●販売時間・休館日 10:00～19:00
月曜日休館
●プレイガイド チケットぴあò
03－5237－9999
★印の公演には託児サービスがあ
ります。公演日の２週間前の同曜日
までに、電話で芸術文化センターへ
お申し込みください。料金500円／
対象：１歳半～未就学児／定員10人

財団主催の全公演のチケットが１
割引（割引は２枚まで）で購入でき、
優先予約日があるので、よりよい席
でお楽しみいただけます。また、発
売日より前に情報誌を送りますの
で、公演情報を漏れなく知ることが
できます。
年会費は2,000円です。くわしく

は芸術文化センターò47－5122へ。
芸術文化センター星のホール

５月18日—～26日À　全８回公演
全席指定／前売：会員＝3,400
一般＝3,800 当日：会員＝3,600
一般＝4,000
作・演出・出演／わかぎゑふ
出演／生田朗子、千田訓子、コング
桑田、及川直紀、朝深大介、橋田雄
一郎ほか
古き良き時代の大阪を舞台に、寄

席小屋の芸人と噺家の卵の２人目を
通してみた「芸人の格とお弁当の豪
華さ」。駆け出しの彼らも認められ
るようになり、おかずの多いお弁当
にありついていくが…。普通の人々
の暮らしを面白おかしく描く「お弁
当」にご期待ください。

～オール・ショパン・プログラム～
７月６日—18:30開演
全席指定／会員・三鷹市内在住在勤
の方＝2,000 一般＝2,500 学生＝
1,300
強烈な個性と確かなテクニック。

ＣＤ「栄光のショパンコンクール
第４集」にもマズルカの演奏でその
名をとどめる鬼才、ケマル・ゲキチ
のショパンにご期待ください。

13:00開演（16:30終演予定）
入場無料
ゲストのケマル・ゲキチさんによ

る演奏もあります。
≪演奏者募集≫
応募条件：ショパンのピアノ作品を

演奏すること。１人10分以内・２曲
以内
応募方法：往復はがきに、住所・氏
名・年齢・職業（または学校名と学
年）・電話番号・ピアノ歴・演奏希
望曲目・予想演奏時間を明記し、
「〒181―0012上連雀６―12―14三鷹
市芸術文化振興財団事務局『ショパ
ンを弾こう』係」へ申し込む。
応募期日：５月24日–必着
※応募者多数の場合は抽選（６月

上旬に結果をお知らせします）。

５月25日—16:00開演
全席指定／会員＝2,700 一般＝
3,000
出演／元一、金雄植、南相一、鄭在日
朝鮮半島の伝統的なリズムに世界

各地のリズムを取り入れ、民族楽器
からドラム缶やオリジナル太鼓など
ユニークな楽器にヴォーカルも加え
た韓国の若手グループ「プリ」のラ
イヴをお楽しみください。

チケットインフォメーション
三鷹市芸術文化振興財団
（三鷹市芸術文化センター内）

ò47-5122
http://mitaka.jpn.org/

チケットのお求め方法

友の会ＭＡＲＣＬ（マークル）

芸術文化センター星のホール

★ラックシステム公演
「お弁当」

芸術文化センター風のホール

★ケマル・ゲキチ ピアノ・リサ
イタル
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★託児サービスあり

＜同日開催>
一般公募によるショパン・
ピアノ作品リレー演奏会
ショパンを弾こう４

◆休館日 月曜日（４月29日・５

月６日は開館）、４月30日Õ・５月

７日Õ

◆開館時間 10:00～20:00（入館

は19:30まで）

◆主催 三鷹市美術ギャラリー

◆協賛 筑摩書房

◆観覧料 一般500円、学生（中・

高・大）300円、65歳以上・小学生以

下・障害者手帳をお持ちの方は無料

※この記事を切り抜いて展覧会に

お持ちください。２人まで、一般入

場料500円を400円に割り引きます。

「杉浦茂―
―の世界」展

杉浦茂（すぎうらしげる）は、1908年東京本郷区湯島に生まれました。

洋画を志し帝展（1930年）への入選を果たしますが、1932年「のらくろ」

の作者田河水泡に入門、漫画家の道を歩き始めることとなります。

同年、東京朝日新聞紙上において「どうも近ごろ物騒でいけねぇ」でデ

ビュー、以来『少女倶楽部』『少年倶楽部』『新少年』などで児童向け漫

画を描きます。戦後は『冒険ベンちゃん』

（1948―1950）、『アップルジャム君』（1950―

1954）など少年ヒーローが活躍する作品を描

き、中でも忍術を得意とする主人公を描いた

『猿飛佐助』（1954―1955）や『ドロンちび丸』

（1955―1957）、『少年地雷也』（1956―1957）は

当時子どもたちの間で大人気となりました。

本展では、1955年から逝去する2000年まで

のあいだ三鷹市井の頭に居住して制作活動を

続けた杉浦茂の初の回顧展として、原画や掲

載誌の展示、アトリエ再現などを通じ、今な

お新鮮味を失わない杉浦茂の世界を多面的に

紹介します。
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ン
遠
征

三
鷹
市
と
筑
摩
書
房
の
共
同
主
催
で
平

成
10
年
に
復
活
し
た
太
宰
治
賞
の
最
終
選

考
会
が
、
４
月
11
日
に
み
た
か
井
心
亭
で
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か
れ
、
作
家
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村
昭
さ
ん
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高
井
有

一
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ん
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さ
ん
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家
の
加
藤

典
洋
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、
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募
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４
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縛
」
に
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ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
作
「
緊
縛
」
は
、
二
人
の

既
婚
者
と
微
妙
な
関
係
を
続
け
る
32
歳
で

一
人
暮
ら
し
の
女
性
が
、
唯
一
の
友
人
の

自
殺
を
機
に
、心
が
む
し
ば
ま
れ
て
い
き
、

頼
ま
れ
て
面
倒
を
み
て
い
た
妹
の
娘
に
対

し
て
最
後
の
場
面
、
意
外
な
行
動
を
と
る

と
い
う
作
品
で
、
選
考
委
員
の
吉
村
さ
ん

は
、「
骨
格
が
で
き
て
い
る
、
こ
れ
を
ス

テ
ッ
プ
に
、
作
者
は
こ
れ
か
ら
化
け
る
可

能
性
が
あ
る
」
と
評
価
し
ま
し
た
。

受
賞
し
た
小
川
内
さ
ん
は
、
大
阪
府
堺

市
出
身
の
35
歳
。
大
阪
女
子
大
学
国
文
学

2002年4月27日—～6月9日À

MITAKA  CITY  GALLERY  OF  ART

ＪＲ三鷹駅前（南口）
ＣＯＲＡＬ５階 ò79-0033
ht tp : / /mi taka. jpn.org

「猿飛佐助」 原画

「その後のイエローマン」
原画

三鷹市公会堂

★韓国スーパー・パーカッション
・グループ　ＰＵＲＩ

「猿飛天助」

「ゴジラ」「少年珍探偵団」

「八百八狸」

科
を
卒
業
し
、
広
告
、
出
版
会
社
な
ど
数

回
勤
め
先
を
変
え
な
が
ら
、
30
歳
過
ぎ
か

ら
小
説
（
ら
し
き
も
の
）
を
書
く
た
の
し

み
を
覚
え
た
と
い
い
ま
す
。
受
賞
の
知
ら

せ
を
受
け
「
信
じ
ら
れ
な
い
。
光
栄
で
す
」

と
涙
声
で
語
っ
て
い
ま
し
た
。

授
賞
式
は
５
月
23
日
œ
午
後
６
時
か

ら
、
東
京
會
舘
（
千
代
田
区
）
で
行
わ
れ
、

正
賞
の
記
念
品
と
副
賞
百
万
円
が
贈
ら
れ

ま
す
。

受
賞
者
は
、
太
宰
治
の
「
桜
桃
忌
」
に

ち
な
ん
で
、
６
月
22
日
—
に
三
鷹
市
芸
術

文
化
セ
ン
タ
U

で
行
わ
れ
る
「
太
宰
を
聴

く
〜
太
宰
治
朗
読
会
〜
」
の
中
で
ご
紹
介

す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
受
賞
作
お
よ
び
最
終
候
補
作
の

す
べ
て
と
選
考
委
員
の
選
評
な
ど
を
収
録

し
た
「
太
宰
治
賞
２
０
０
２
」
は
、
筑
摩

書
房
か
ら
５
月
下
旬
（
予
定
）
に
刊
行
さ

れ
ま
す
。
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縛
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岡
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テ
ィ
文
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室
ò
内
線
２
５

１
５

小
川
内
初
枝
さ
ん
の「
緊
縛
」に

選考委員が一致して「レベルが高い」
と評した今年の最終選考会

第
一
中
学
校
サ
ッ
カ
U

部
の
渡
辺
嶺
さ

ん
と
青
木
亮
さ
ん
（
い
ず
れ
も
３
年
生
）

が
、
３
月
26
日
か
ら
４
月
４
日
ま
で
の
10

日
間
、
東
京
都
中
学
生
選
抜
選
手
と
し
て

ス
ペ
イ
ン
へ
遠
征
し
、
地
元
チ
U

ム
と
の

親
善
試
合
に
出
場
し
ま
し
た
。

選
抜
チ
U

ム
は
、
バ
レ
ン
シ
ア
、
イ
ル

ン
、マ
ド
リ
U

ド
の
各
都
市
を
渡
り
歩
き
、

ス
ペ
イ
ン
リ
U

グ
の
名
門
レ
ア
ル
・
マ
ド

リ
U

ド
の
ジ
ュ
ニ
ア
な
ど
、
世
界
で
も
指

折
り
の
強
豪
チ
U

ム
と
対
戦
し
ま
し
た
。

そ
の
試
合
の
中
で
、
身
体
能
力
や
技
術
面

の
差
は
も
ち
ろ
ん
、
サ
ッ
カ
U

に
対
す
る

意
識
の
差
、
精
神
力
の
差
を
特
に
見
せ
つ

け
ら
れ
た
と
二
人
は
実
感
し
た
そ
う
で

す
。今

回
の
遠
征
で
の
経
験
を
生
か
し
た
二

人
の
目
標
は
「
全
国
制

覇
」
。
ま
た
、
将
来
は
海

外
で
プ
ロ
選
手
に
な
り
た

い
と
の
こ
と
。
目
標
と
す

る
選
手
は
、
渡
辺
さ
ん
は

デ
ィ
エ
ゴ
・
ト
リ
ス
タ
ン

（
ス
ペ
イ
ン
）
選
手
、
青

木
さ
ん
は
小
野
伸
二
選

手
。
未
来
の
日
本
代
表
を

目
指
し
て
ガ
ン
バ
レ
é

êイルンのスタジアムでの東
京都選抜チーム　í渡辺さん
（右）と、青木さん


